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	I. 調達の概要
	1 滋賀県立大学・大学情報データベースシステム調達の背景と目的
	公立大学法人滋賀県立大学（以下「本学」という）では、平成20年度より大学情報データベースシステムを導入、平成21年度から外部公開用ホームページを追加し運用してきた。平成30年度に更新してから5年近く経過しており、利用しているハードウェア機器の保守期間が令和5年7月末日にて終了する予定であり、また、外部競争的資金獲得に必須の公的データベースとの連携など機能・性能を拡張、充実させるとともに、学内統合認証システムとの連携等、学内情報資源の効率的運用という課題にも応える必要性が生じている。
	そこで、上記課題を解決しつつ現行システムをできる限り踏襲し、これまでに蓄積したデータを引継いで利用できるシステムを再構築するものである。

	2 調達物品の名称および構成内訳
	（内訳）
	大学情報データベースソフトウェア  一式
	クラウドサーバ    一式
	ドキュメント    一式
	保守     一式

	3 納入期限
	各種調達物件一式を下記の納入期限までに本学に納入すること。
	納入期限　令和5年7月25日（火）

	4 借入期間
	5 技術的要件の概要
	5.1 本調達に係る技術的要件は、「Ⅱシステム開発に具備すべき要件、Ⅲ その他の要件」に示すとおりである。
	5.2 技術的要件は全て必須の要求要件である。
	5.3 要求要件は本学が必要とする最低限の要件であり、技術審査においてこれを満たさないと判断された場合は、不合格として落札決定の対象から除外する。

	6 留意事項

	II.  システム開発に具備すべき要件
	1 基本的要件
	1.1 システムの構成
	① 現行システムの機能・保有データを継承しつつ、「Ⅱシステム開発に具備すべき要件、Ⅲ その他の要件」を満たすシステムであること。
	② アプリケーションサーバ兼データベースサーバ、外部公開用Webサーバの2台のサーバをクラウドサーバ上に仮想環境として構成すること。
	③ アプリケーションサーバ兼データベースサーバへのアクセスは、IDおよびパスワードによる認証を介すこと、接続元IPアドレス等によるアクセス制限を行えること。

	1.2 利用者のアクセス方法
	利用者が本システムにアクセスする方法は、WEBブラウザによりアクセスするものとする。
	本システムで対象とするのは次のWEBブラウザとし、導入時には最新バージョンで支障なく
	動作すること。

	Microsoft Edge（Windows端末）
	Safari （Mac端末）
	Chrome （Windows端末）
	1.3 セキュリティ
	OSおよび各アプリケーションは、極力、最新のバージョンを使用すること。また、必要に応じ
	て、各メーカーが提供する修正プログラム等を適用して、セキュリティ対策を行うこと。

	1.4 データ移行
	現行システムからの移行作業は導入業者にて行うこと。移行対象とするデータについては本学担当者と協議のうえ決定すること。現行システムは株式会社SRA東北社「DB-Spiral3.0」である。
	1.5 文字コードについて
	本システムの文字コードはUNICODE（UTF-8N）を用いること。従って、データ入力、データ出力、データベースの格納は全てUNICODE（UTF-8N）で取り扱うこと。移行データはデータ移行時にUNICODE（UTF-8N）へのコード変換を行うこと。
	1.6 データベース機能
	システム稼動後にデータ項目変更が想定されることから、システムを停止せずにデータ項目の追加、変更、削除が行えるよう、データのアクセススピードが速いRDBMSとXMLDBを有するデータベースを使用すること。
	また、データベースへのアクセス方法として、ODBC等を介して直接SQL、XPath、XQueryを用いて問合せを行うことができること。

	2 ソフトウエア（機能）に関する要件
	本システムでは、以下の機能を具備すること。
	① 利用者は本学で管理するLDAPサーバと連携することで、認証システムのIDおよびパスワードにより、本システムにログインできること。なお、認証システムに登録されていないユーザ（管理者等）の認証については、ローカルアカウントで運用できること。
	② ローカルアカウントのユーザは、自身でパスワードを変更できる機能を有すること。

	2.2 入力機能
	① Web画面からの個別入力の他、全てのデータはCSVファイルまたはExcelファイルを用いた一括入力を可能とすること。なお、一括入力ではデータの新規登録、修正、削除を可能とすること。
	② 入力する画面は分類毎に整理されていること。また、入力画面の各項目には、簡単な入力説明およびデータが科学技術振興機構「researchmap」（rmap.v2）で利用することがわかる表示をすること。
	③ 業績データは非公開、学内のみ公開、学外公開の３種類の公開レベルの設定が可能であること。
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